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　ʮձܭσʔλを׆用して経営をվળするʯ

をςʔϚに͜のߘݪを௲ͬて、ࠓճで3ճ

になります。と͜Ζで、ʮ経営をվળするʯ

とい͏͜とは、Ͳ͜かにཧとする経営૾͕

͋るはͣです。ΈなさΜは良いا業とはԿͩ

とࢥいますかʁʮརӹの出るا業ʯ、ʮ規の

大きなا業ʯ、ʮ海֎はたくا業ʯ、いΖ

Μな͕͋ํ͑ߟるとࢥいます。では、Ұ൪͋ͬ

てはいけない͜とはԿでしΐ͏ʁͦれは、ؒ

ҧいなくഇ業ɾ産する͜とです。

ձܭσʔλΛܦͨ͠༺׆ӦվળΛ
Ίにɹୈ̏ճͨ͏ߦ

ʙʮ会ܭデーλは経営のঢ়態を現すもの、Ͳ͜をΈれԿがかるかʯ
　རӹがزらでたかを֬ೝするͩけでऴわるのはもったいないʙ

᷂農ܦۀӦࢧԉηϯλʔɹాɹਖ਼थ

畜 産 ֶ श ࣨ

� 畜産ֶशࣨ
会計データを活用した
経営改善を行うために　第3回

㈱農業経営支援センター　ాɹਖ਼थ
� の૭ߦ
持続的な畜産物生産の
在り方検討会について①

農林水産省畜産局

� お知らせ
各種交付金単価の公表について

　日本に͋るا業の平ۉण໋はおよͦ20ʙ30

年といΘれています。ੈքதで200年Ҏ上ଓ

くا業は6000ࣾ͋り、ͦのおよͦの

3000͕ࣾ日本にूதしています。しか業

1000年を͑るا業͕日本ࠃにはࣾ͋̕

るͦ͏です。શくす͝いですͶ。

ଓする͜とʯܧ業の第Ұは、ʮاは、良いࢲ　

に͋るとͬࢥています。形͕Ͳ͏で͋れ、業

種業ଶに関Θりなく、࠷ࠔで価値͋る͜

とはܧଓしଓける͜とです。ͦのたΊには、

རӹを確อする͜とඞ要ですし、ಇくਓた

ͪのຬඞ要です。h いつの࣌、ੈの
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（ਤ１）
ଛӹܭ算ॻ ظݪ価

１．ച্ߴ

２．ച্ݪ価

ɹɹᶃظݪ価

ɹɹᶄ入ߴ

3．ച্૯རӹ

̐．ൢചඅٴͼҰൠཧඅ

5．営ۀརӹ

̒．営ۀ֎ଛӹ

̓．経ৗརӹ

̔．๏ਓ੫ٴͼॅຽ੫

̕．ظະॲ分རӹ

ྉඅࡐ．１
ɹɹૉ畜අ・छබඅ
　　飼料අ
２．࿑අ
ɹɹۚ
　　๏定རඅ
3．֎Ճඅ
̐．ͦのଞのݪ価
ɹɹༀ衛生අ
ɹɹݮ価ঈ٫අ
ɹɹಈ力ޫඅ
　　その他の経අ
　　業ࡶඅ

ظݪ価߹ܭ

தからߴいධ価をಘて、上手な取りをする

͜とʱ͕できれ、ͦのا業は安定経営を࣮

ଓしଓける͜と͕できます。ͪΖܧ、しݱ

Μ、ऀܧޙにΉ͜と͋りまͤΜ。

　つまり、ا業は取Ҿઌै業һなͲ、ا業

を取りרくਓたͪのධ価͕ߴくなけれなら

ないとい͏͜とです。ͦれをଌるईをݟつ

ける͜とはしいのです͕、ͦの手ֻかり͕

ܾ算ॻのதに͋ります。

　では、Ͳ͏ͬてͦの͑をݟつける͜と

͕できるのか、ͦれを͜れからઆ໌していき

ます。

�．ଛӹࢉܭॻ、どこを見れば何がわかる？

（１）�営ۀརӹۀاのੜ໋ઢɺͲの͘Β͍
͋Εྑ͍͔

　ଛӹܭ算ॻのརӹதでҰ൪ઌにݟなけれ

ならないのは（ͦれはҰ൪重要なとい͏ҙຯ

です）h 営業རӹʱです。ਤ１のଛӹܭ算ॻ
をݟてくͩさい。１.の売上ߴから̕.の当ظ

ະॲརӹまで、項͕ฒΜでいます͕、ͦ

のத΄Ͳに5.営業རӹ͕͋ります。

　ΈなさΜ͕Ұ൪にؾにするのは、売上ߴ

経ৗརӹでは͋りまͤΜかʁで、ا業のଛ

ӹܭ算ॻで࠷重要なのはؒҧいなくʰ営業

རӹʱです。なͥなら、ͦれはͦのا業͕長

いؒظଘଓできるかͲ͏かを表Θす値ͩか

らです。

　h 営業རӹʱは、ͦのا業͕本業でͲれく

らいのརӹを出しているかをࣔしています。

農業経営では、さま͟まなิॿ金ॿ成金、

交付金なͲ͕ଘࡏし、経営の大きなॿけに

なͬているの͕࣮ݱです。h 営業རӹʱはϚ

Πφεです͕、ͦのよ͏なิॿ金のおか͛

で࠷ऴ的にはϓϥεͩ、とい͏ঢ়گは良い経

営とは͑ݴまͤΜ。ิॿ金はͦの࣌ʑのࠃ

のࡦࡒঢ়گでͲ͏มΘるかΘかりまͤ

Μ。ৗに本業ͩけでརӹを確อする͜と͕ඞ

要です。h 営業རӹʱを確࣮にܭ上できる経

営にしましΐ͏。

　ඞ要とするʰ営業རӹʱは、売上ߴに対し

て8�Ҏ上です（ݸਓا業の߹は、ࣄ業ओ

の生׆費を経費にؚΊて営業རӹをܭ算して

くͩさい）。

　̡ 営業རӹʸ売上ߴʹʓ�ʳとなります。

͜れを売上ߴ営業རӹとݴいます。しつ͜

いよ͏です͕、ا業経営の生໋ઢです。
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（２）ച্ߴલ年ͱൺͯݟΔ
　ଛӹܭ算ॻのʰ売上ߴʱは、લ年とൺֱし

てݟましΐ͏。売上ߴはલ年をඞͣ上ճͬて

いる͜と͕ඞ要です。なͥかʁ売上ߴとい͏

のは、ͦのا業͕ධ価されているかͲ͏かの

ईͩからです。取Ҿઌは、良い࣭の農産

を適ਖ਼な価格で、しか安定的にఏڙでき

るا業からߪೖしたいと͑ߟています。

　ͦの販売ઌ͕ফ費ऀで͋るかதԝࢢで͋

るかͲ͏かは関係͋りまͤΜ。つまり、売上

、લ年より૿Ճしているとい͏͜とは͕ߴ

ͦのا業に対するධ価͕ߴくなͬているূし

ͩと͑ߟてくͩさい。ͦ のධ価͕Լ͕ͬたら、

当વ売上ߴԼ͕ͬていく͜とになります。

͜れは単७なݪཧなのです。

（3）�ίετΛཧͰ͖Δ͔Ͳ͏͔͕経営Λ
ӈ͢Δࠨ

　ਤ１のӈଆに͋るʰ当ظݪ価ʱ͕
ίετです。͜のίετをいかにਖ਼確にཧ

するか、ͦして出ՙ（牛ಲ、生ೕなͲの

１単Ґ͝と）にίετをѲできているかͲ

͏か͕、経営の生໋ઢです。݁Ռ的に売上૯

རӹ͕確อできていれいいͩΖ͏、とい͏

ϥϑな経営では長ଓきしまͤΜ。

な経営を行ͬて࣮ݎभの͋る県で、はࢲ　

いるཆಲ業をֶݟした͜と͕͋ります。売上

ていͤݟ業のܾ算ॻをا10ԯにۙいͦの͕ߴ

たͩきました͕、શての͕ࣈ大きく、શମ

をѲするのは大มͩΖ͏と૾できまし

た。ͦの経営ऀはଛӹܭ算ॻのதから、（

と畜費ࡐࢿ費なͲ）売上ݪ価のҰ෦のΈ

をൈき出し、͜れをࡏݱのࣂཆ頭でׂͬた

ࣈをͤݟな͕ら、ʮ͜のࣈは１頭当たり

のݪ価です。͜れ͕Ұ頭当たりʓʓ円Ҏ

で͋れ、νの経営は大ৎですʯとݴ

Θれました。

　͜の͕֮ײ大です。１頭当たりのݪ価を

確࣮にѲしていれ、࣌ʑの૬でมԽす

る売上に対してॊೈに対Ԡする͜と͕でき

ます。͕ࣗ販売している畜産͕、いくら

で生産できているかをѲできͣにརӹを確

อする͜とはできまͤΜ。ਖ਼確なݪ価を௫Ί

るよ͏なهாを行いましΐ͏。

（̐）ॏཁͳ経අ߲ΛݟΔ
　ࣗࣾのଛӹܭ算ॻをよくݟてくͩさい。ͦ

のதで大きな金ֹをΊている項はͲれで

しΐ͏ʁ経費のதでは、当ظݪ価と

࿑費（金福རް生費）ͦしてݮ価ঈ٫

費です。業で͋る農業の経費のதでは、

࿑費とݮ価ঈ٫費をίϯτϩʔϧする͜と

͕重要になります。

ᶃ࿑費のཧではԿにؾをつけるか

　࿑費の΄とΜͲをΊるのはʰ金ʱで

す。Ո経営ではʰઐैऀڅ༩ʱ͜れにؚ

まれます。大なのは適な金ֹをڅࢧでき

ているかͲ͏かです。ʮ࿑費をཧするの

ͩͬたら、できるͩけগなくする͜とͩΖ

͏ʁʯと͑ߟないでくͩさい。金はͦのਓ

のಇきをධ価するईです。ຬな金を

払ͬてॳΊて、ਓはظにԠ͑るࣄをして

くれます。ै業һはͪΖΜ、Ոで͋ͬて

ࣄにݟ߹ͬた金ֹをࢧ払いましΐ͏。ͦ

023216-01[1-5]њތߚ.indd   3 2021/07/02   15:17



û

2021.7.20  No.380

（ਤ２）
ିआରর表

の෦࢈ࢿ
ɹø．ྲྀಈ࢈ࢿ
ɹɹ༬ۚ現ۚ
　　ചֻۚ
　　୨Է資産
ɹ２．ݻ定࢈ࢿ
　（１）༗形ݻ定資産
物ݐ　　
ங物ߏ　　
　　機械ஔ
　　ं྆ӡൖඅ
　（２）ແ形ݻ定資産
　　ιϑトΣア
　（３）資等
　　ग़資ۚ
　　資༗Ձূ݊
金ࢿԆ܁．3

ෛ࠴の෦
ɹ１．ྲྀಈෛ࠴
ɹɹങֻۚ
　　ະۚ
　　ظआ入ۚ
ɹ２．ݻ定ෛ࠴
　　ظआ入ۚ

ɹෛܭ߹࠴
७࢈ࢿの෦
ɹ１．ࢿຊ金
ɹ２．༨金
ɹɹ（うͪظະॲཧརӹ）

ɹ७࢈ࢿの෦߹ܭ
ܭ߹࢈ࢿ ෛٴ࠴ͼ७࢈ࢿの෦߹ܭ

の上でརӹを出すのでなけれͦͦ経営

するҙຯは͋りまͤΜ。

　月ʑの金ͩけでなく༩ୀ৬金څࢧ

しましΐ͏。ै業һのࣄに対するϞνϕʔ

γϣϯなくしてا業のൃలは͋りまͤΜ。

ᶄ　ݮ価ঈ٫費はཧできるʁ

産を、੫ࢿしたࢿ価ঈ٫費は、ઃඋݮ　

上ܾΊられた用年に振りけてຖ年のଛ

ӹܭ算ॻにܭ上するのです。ݮ価ঈ٫費を

をいかࢿになるઃඋݩ、するたΊにはݮܰ

にܰくするかです。ֹࢿの大きい畜産業で

はಛに͜の͕ํ͑ߟ重要です。

ઃඋࢿʹର͢Δجຊతͳ࢟Λཧ͢Δ
ͱ
Ξ�ɽまͣ、ࢿはܭը的に行͏͜と（յれ

たから、ੑ͕良い機ց͕出てきたから

とい͏安қなࢿはしない、ࢿはܭը

的に）

Π�ɽߪೖをݕ౼するࡍには、ඞͣෳࣾの

߹いੵݟりを取る（金ֹੑをよく

ൺֱして৻重にબͿ͜と͕大）

�ɽิॿ金͕出るから、ར用しないとͬ

たいないので͜のߪࡍೖしてお͜͏はઈ

対μϝ（農業քには͜のෆٞࢥなश͕׳

͋ります。ิॿ金は長ظ的にΈるとϝ

Ϧοτはなく、݁ࢿݾࣗہ金と΄とΜͲ

มΘりまͤΜ）

３．貸借対照表、どこを見れば何がわかる？

（１）όϥンε͕ͱΕ͍ͯΔ͔Ͳ͏͔
　ିआ対র表はผ໊ʰόϥϯεγʔτʱとݴ

Θれます。ͦの໊の௨り、֤෦のόϥϯε

͕とれている͜と͕重要です。

　ਤ２をݟてΈましΐ͏。

　ିआ対র表のࣈはいくつかのմでできて

います。大きな区では、ࠨଆにࢿ産の෦、

ӈଆにෛ࠴の෦と७ࢿ産の෦͕͋ります。で

は、͜のதをͲのよ͏にݟるのかをॱにઆ

໌します。

（２）ିआରর表Լࢿ金ͰͰ͖͍ͯΔ
　まͣࠨ、 ଆのࢿ産の෦からݟてΈましΐ͏。
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Ұ൪Լのࢿ産の෦߹ܭの金ֹはいくらになͬ

ていますかʁͦの金ֹは、ࣄ業に対してࢿ

している金ֹの૯ֹです。つまり、手ͪ࣋の

お金とआりたお金でגࢿ৴ୗにࢿして

いるのと同͡ҙຯをͪ࣋ます。

　では、ͪΐͬとଛӹܭ算ॻにͬて経ৗར

ӹのֹをݟてくͩさい。ͦして、経ৗརӹの

金ֹをࢿ産の෦߹ܭでׂͬてΈます。

　（経ৗརӹʸ࢈ࢿの෦߹ܭʹʓ�）です。
値はいくらになりましたかʁ͜れはޮࢿ

を表Θしています。つまり、千ສ円から

ԯ円をࢿして、いくらの७ӹをಘたかと

い͏͜とです。ࣄ業をするなら、ઈ対ͩ͜Θ

りたいࣈです。できれ４�ఔはཉしい

ࣈです。͜れをʰ૯࢈ࢿ経ৗརӹʱとݴ
います。カοίよく͏ݴと30"（ϩΞʹϦ
λʔンɾΦンɾΞηοτ）とい͏ݴいํし
ます。

ຊ金͚ͩͰͳ͍ࢿຊࢿ（3）
　ӈଆに͋るෛ࠴の෦と७ࢿ産の෦はͲͪら

ࢿ本です。ʮࢿ本はࢿ本金ͩΖ͏ʁʯとߟ

͑ないでくͩさい。h 、本ʱの本དྷのҙຯはࢿ

ʰԼするࢿ金をௐୡするたΊにूΊたお金ʱ

です。h ७ࢿ産の෦ʱは、ࣗલでௐୡしたࢿ

本でʰෛ࠴の෦ʱは֎෦からௐୡしたࢿ本で

す。ですからʰෛ࠴の෦ʱはଞਓࢿ本とい͏

。いํしますݴ

　ͦ͏すると、ିआ対র表のӈとࠨのҙຯ͕

かͬてきますよͶ。ӈଆはࣄ業を行͏たΊ

にௐୡしたお金の૯ֹで、ͦのお金を、ࠨࠓ

ଆのࢿ産にࢿしているとい͏͜となので

す。ついでに͏ͪΐͬと͑ߟてくͩさい。

ࣗલでௐୡしたࢿ金（お金）と、֎෦からௐ

ୡしたࢿ金は、Ͳͪら͕大きいํ͕良いです

かʁͦ͏です、֎෦からௐୡしたお金は、い

ͣれฦࡁする͜と͕ඞ要ですから、ࣗલのお

金͕ଟけれଟい΄Ͳ経営は安定します。つ

まり、ௐୡしたࢿ金の߹ܭ（ෛٴ࠴び७ࢿ産

の෦߹ܭ）にΊる、७ࢿ産の෦߹ܭのׂ߹

をʰࣗࢿݾຊൺʱとͬݴて、͜れ重要な
。標なのですࢦ

　（७࢈ࢿの෦߹ܭʸෛ͓࠴Αͼ७࢈ࢿの෦
�ʓ�）です。͜の値は、標͕40ʹܭ߹
です。ଟօさΜのܾ算ॻの値は20�લޙ

になͬているのではないでしΐ͏かʁ日本の

தখا業では、ࣗࢿݾ本ൺは25�ఔ͕平

本（ͦれは΄とΜࢿ値です。つまり、֎෦ۉ

Ͳ͕長ظआೖ金です）にཔͬてઃඋࢿを

行ͬているの͕、ࡏݱのதখا業のݱঢ়です。

で、ͦれではいつまでたͬて経営は安定

しまͤΜ。ؤுͬて40�をΊ͟しましΐ͏。

　では、Ͳ͏すれ40�を確อする͜と͕で

きるでしΐ͏ʁʰࣗࢿݾ本ൺʱをߴΊるた

Ίには、h ࢿ金ֹΛখܰ͘͘͢͞Δ͜ͱʱ
とʰ७࢈ࢿの金ֹΛେ͖͘͢Δ͜ͱʱ͕ඞ要
です。७ࢿ産のֹを大きくするたΊには、ࢿ

本金を大きくするか、ຖظのརӹをੵする

しか͋りまͤΜ。རӹܭ算をするଛӹܭ算ॻ

とࢿを行͏ିआ対র表は、૬関関係に͋る

͜と͕Θかります。

（号にଓく࣍）

（චऀɿా੫ཧࣄ࢜ॴʗ᷂ۀ経営ࢧԉ
ηンλʔɹ表ɾ੫ཧ࢜）
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の࢈ੜ࢈ଓతͳச࣋
ձについてᶃ౼ݕΓํࡏ

農林水産省畜産局

ߦ  の ૭

͡Ίʹ

　Θ͕ࠃの৯ྉɾ農ྛਫ産業は、生産ऀのݮ

গによる生産基൫の੬ऑԽ農山ړଜの

域ίϛϡχςΟのਰୀ、ީؾมಈ͜れに

͏大規ࣗવࡂさま͟まな՝に໘し

ています。また、4%(͂（࣋ଓՄな։ൃ

標）ڥの対Ԡ͕重ࢹされるよ͏になり、

2050年までのカʔϘϯχϡʔτϥϧの࣮ݱに

けて、৯ྉɾ農ྛਫ産業の野において

。Ίられていますٻ͕ݙߩ

　さらに、&6͕2020年5月にʮ'BSN� UP�'PSL

現૾と০のୖ

௧３ᖺ５᭶
農ᯘỈ産┬

峩ど峴の食料崟ス崮嵈ਅറ（ਏ）
ع食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイ崶嵁ー崟嵏ン峑実現ع

ਅറ的なੌ্向

ਢ૭ચな୫料システムの構築に向け、َानॉの୫料システムਅറُを策し、
রশ的な௴ਡから、৹達、生産、加ੵ ৢ、消費のమの取組と
ढ़ーথニগートছル等の環境負荷軽減のॖঀঋーシঙথを推進

৯すと取組্向

����ফ峨でに新的な技術・生産体௺をದ次開発（技術開発৯ఏ）
����ফ峨でに新的な技術・生産体௺の開発を౷峨岲、
০、岣ੁ手১のグリーン化岤を推進し、峇のভৰಎをৰਠ（ভৰಎ৯ఏ）
�ফ峨でに施ੁの੍ର対を持続可能な食料・農林産業をষ岰にૐর岞���؟ੁ手১のグリーン化پ

����ফ峨でに技術開発の૾யを౷峨岲峎峎、ଓஃহ業に峎い峐カーボンニ嵍ートラルに対応する岽峒を৯す岞
ଓஃস拡ౄ、環境負荷軽減嵉ニ嵍ーのౄৰ峒崣ットでクロス崛ンプライ崊ンスਏ੯をౄৰ岞

�新的技術・生産体௺のভৰಎや、持続可能なੌをしする௴ਡから、峇のৎਡにおい峐ਏなૠ制を見直し岞پ
地産地消型エネルギーシステムの構築に向け峐ਏなૠ制を見直し岞

持続的な産業基盤の構築
・輸入から国生産峢のૡఌ（肥料・༩料・ਉ料調達）
・国産品の評価向上による輸出拡大
・新技術を活かしたな௮岷্、生産のす峇の拡大

期ୄされるટ

農林水産業や地域のల来峬
ৄྚえた持続可能な

食料崟ス崮嵈の構築岶ਜ

0HDVXUHV�IRU�DFKLHYHPHQW�RI�'HFDUERQL]DWLRQ�DQG�5HVLOLHQFH�ZLWK��QQRYDWLRQ �0HD'5��

৽ੋ ভ 環境

崊崠崊嵊ンスーン地域の持続的な食料崟ス崮嵈の嵊デルとし峐ઊ峋লし、বルール嵉ー崕ングに（ব連食料崟ス崮嵈サ嵇崫崰（����ফ�া）など）

➢ 農林産業の���崤ロエ嵇崫崟嵏ン化のৰਠ
➢ リスク農薬峢のૡఌ、総合的な病害虫管理体௺の確立・普及
に加岲、ネオニ崛チノイ崱௺をஅ峪జਟの௨虫දに代峹る新ૠ農薬
等の開発によ峴化৾農ఇのઞ用量（リスク換）を��٫減

➢ 輸入原料や化લ料を原料峒した化৾ෝ料のઞ用量を��٫減
➢ ࿊地એにಚ峫るથ機農業の取組એのસ合を��٫����ਐKD�に拡大
➢ ����ফ峨でに食品ଲ造業の労働生産性を最３સ向上
➢ ����ফ峨でに食品੫業における持続可能性に配慮した
輸入原材料調達の実現を৯す

➢ エリー崰崬リー等を林業用၈の�સਰ上に拡大
➢ 崳嵃ン崎崲ギ、クロ嵆グロ等の養༢に岴い峐人工種၈ૻ૨����をৰਠ

、生産の減・高ೡ化ٳ
地ୠ崛嵇嵍ニテ崋のဃ
ആ化、大ૠெ自ே಼害ٳ
崛ロ崲をీ機峒した崝プライٳ
チ崏ーンೊ、食拡大
Vや環境峢の対応ਘ化*�6ٳ
国ルール嵉ー崕ング峢のٳ

岣Farm to Forkਅറ岤 (20.5) 
����ফ峨でに化৾農薬のઞ
用及峝リスクを���減、થ機
農業を���に拡大
岣農業イ崶嵁ー崟嵏ン崊崠ェン崨岤
(20.2)
����ফ峨でに農業生産
��٫ੜ加峒環境崽ットプリント
減

বড়の豊かな食生活
地域の雇用・所得増大

・生産・消費岶連携した健康的なম型食生活
・地ୠ資源を活かした地ୠ৽ੋ循環
・な人ر岶ુ生する地ୠভ

ల来に峹た峴安ੱし峐
暮ら峅る地球環境のಲഅ

・環境峒調ਮした食料・農林産業
・化લ料からのજ౹によるカーボンニ嵍ートラル峢の൴
・化৾農薬・化৾肥料の೪制による崛スト減

����ফ峨でに৯す

2030೧

取

組
・
技

術

2020೧ 2040೧ 2050೧

䝊䝻䜶䝭䝑䝅䝵䞁
持続的Ⓨ展

㠉᪂的ᢏ⾡・生産体⣔の
㏿や䛛な♫会ᐇ

㠉᪂的ᢏ⾡・生産体⣔
䜢㡰ḟ開Ⓨ

開Ⓨ䛥䜜䛴䛴ある
ᢏ⾡の♫会ᐇ

؞

（ਤ１）ΈͲΓの৯ྉγεςϜઓུ（概ཁ）

ý
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͍ͯͭʹΓํࡏͷ࢈ੜ࢈ଓతͳச࣋

　ΈͲりの৯ྉγεςϜઓུは、2050年まで

にୡ成する標を͛ܝた長ظ的なܭըとなͬ

ています。͜のΈͲりの৯ྉγεςϜઓུを

౿ま͑て、畜産野において͜れまで行Θれ

てきたطଘのٕज़を׆用する取りΈΈͲ

りの৯ྉγεςϜઓུで͛ܝたٕज़։ൃɾࣾ

ձؚ࣮Ί、ޙࠓ行ͬていくき۩ମ的な

取りΈについて、࣋ଓ的な畜産生産のࡏ

（ਤ２）ΈͲΓの৯ྉγεςϜ（۩ମతͳऔ）
みどりの食料システム（具体的な取組）

～食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現～

➢ 地産地消型エネルギーシステムの構築
➢ 改質リグニン等を活用した高機能材料の開発
➢ 食品残渣・汚泥等からの肥料成分の回収・活用
➢ 新たなタンパク資源（昆虫等）の利活用拡大

１�資材・エネルギー調達における脱輸入・
脱炭素化・環境負荷軽減の推進

（１）持続可能な資材やエネルギーの調達

調達

（２）地域・未利用資源の一層の活用に向けた取組

～期待される取組・技術～

（１）高い生産性と両立する持続的生産体系への転換
（２）機械の電化・水素化等、資材のグリーン化
（３）地球にやさしいスーパー品種等の開発・普及
（４）農地・森林・海洋への炭素の長期・大量貯蔵
（５）労働安全性・労働生産性の向上と生産者のすそ野の拡大
（６）水産資源の適切な管理

～期待される取組・技術～

➢ 電子タグ（����）等の技術を活用した商品・物流情報のデータ連携
➢ 需給予測システム、マッチングによる食品ロス削減
➢ 非接触で人手不足にも対応した自動配送陳列

��ムリ・ムダのない持続可能な
加工・流通システムの確立

～期待される取組・技術～

加工・流通

（３）長期保存、長期輸送に対応した包装資材の開発

➢ 国産品に対する評価向上を通じた輸出拡大

��環境にやさしい持続可能な
消費の拡大や食育の推進

（１）食品ロスの削減など持続可能な消費の拡大
（２）消費者と生産者の交流を通じた相互理解の促進
（３）栄養バランスに優れた日本型食生活の総合的推進
（４）建築の木造化、暮らしの木質化の推進
（５）持続可能な水産物の消費拡大
～期待される取組・技術～

生産

等

等 等

等

➢ 健康寿命の延伸に向けた食品開発・食生活の推進

✓ 雇用の増大
✓ 地域所得の向上
✓ 豊かな食生活の実現

➢ 農林業機械・漁船の電化等、脱プラ生産資材の開発
➢ バイオ炭の農地投入技術
➢ エリートツリー等の開発・普及、人工林資源の循環利用の確立
➢ 海藻類による��₂固定化（ブルーカーボン）の推進

➢ 外見重視の見直し等、持続性を重視した消費の拡大

（４）脱炭素化、健康・環境に配慮した食品産業の競争力強化

（１）持続可能な輸入食料・輸入原材料への切替えや
環境活動の促進

（２）データ・��の活用等による加工・流通の合理化・適正化

（３）資源のリユース・リサイクルに向けた体制構築・技術開発

２�イノベーション等による持続的生産体制の構築

➢ スマート技術によるピンポイント農薬散布、次世代総合
的病害虫管理、土壌・生育データに基づく施肥管理

消費

・持続可能な農山漁村の創造
・サプライチェーン全体を貫く基盤技術の
確立と連携（人材育成、未来技術投資）
・森林・木材のフル活用による���吸収と
固定の最大化

。রくͩさいࢀはҎԼのΣϒΞυϨεを͝ࡉৄ

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/index.html

ઓུʯをൃ表するなͲ、ॾ֎ࠃでは、ڥ

ϧʔϧにөさͤࡍࠃに関するઓུを߁݈

るಈき͕ݟられます。

　͜͏したதで、Θ͕ࠃで、࣋ଓՄな৯

ྉڅڙγεςϜを構ஙしていく͜と͕ٸと

なͬている͜とから、農ྛਫ産লでは、৯ྉɾ

農ྛਫ産業の生産ྗ上と࣋ଓੑのཱ྆をΠ

ϊϕʔγϣϯで࣮ݱさͤるたΊの新たなࡦ

ํとして、ʮΈͲりの৯ྉγεςϜઓུʯ

をࡦ定しました（ਤ１ɾ２）。
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持続的な畜産物生産の在り方検討会に䛴䛔䛶

લি ഻ （ઙ）લিฝ場 ৻取ഁ૽
ଶ ส （）-ミルॡ ଞਜ理事・事ਜଂশ
পৣ ௵子 （ব研）農・୫品産技術়研究機ଡ

生物௺特産技術研究੍ର७ンॱー 研究জーॲー

প ਹ੬ য়ઇপ৾৽ੋ৾৽ੋੁ৾ఐ ၳઇ౸
 ๒ （ଃ）ম*��ੈভ 事ਜଂশ
ਸൄ ୌ੬ （ஆ）家畜改良७ンॱー ੪శଞඐ理事
ઢ ೨ （ਁ）রఙ畜産ভ ଞਜ理事
੩ ઌ フーॻジকーॼজスト、畜産ভಏৎ৩

フーॻ・アॡシঙン・ニッএン)�1バサॲー

ஐ ໄื （ஆ）家畜改良७ンॱー 改良শ
ഘ ೢඤ （）মൃ地畜産種子ੈভ

ଞਜ理事ැൃ地畜産শ
িٵ ൄ ዽ農৾ୱপ৾農୫୭৾ණ・୭農৾థ ઇ౸

ழ ࿖ਁ （ਁ）畜産技術ੈভ 技術普及শ
৪દ ึ గু農水産畜産ୖ ฐୖশ

（ਰ上１３ （मౠশٵ

ጤဨ୍ぴ䠄ᩗ⛠略䚸㻡㻜㡢㡰䠅

س ਸ਼１検討ভ（ഥਮ３ফ�া��開ಈ）
（畜産をめएるੲિ、検討ভのਡについथ
৮）

س ਸ਼２検討ভ（ഥਮ３ফ３া��開ಈ）
（子੧についथ৮）

س ਸ਼３検討ভ（ഥਮ３ফ４া��開ಈ）
（রとॉऽとめ੧についथ৮）

س া��ਁڲ
（୫料・農・農੨ੁଟ৮ভ 畜産ভ
にउいथହ）

検討会開ദ⤒⦋

ਢ的な畜産物生産のॉ্
（ਫ਼ୈভরとॉまとी）

ٴ ০が国でਢ的な畜産物生産をষうたीの種ୖをંし
た上で、ानॉの୫料シスॸムਅറにਜ਼઼तけた技術開発を含ी、
మにउいてजれらのୖに対ૢするたीにষうसऌ取組を
ં
ानॉの୫料シスॸムਅറを౷ऽइ、ใோのਠ場の取組もஅめथ
畜産分にउいथ০ষうसき取組をગ整理したもの

持続的な畜産物生産の在り方検討会の中間とりまとめ

ٳ がবのዽ農・畜産म、ऎがठなবଅ੯のৣ、アジアঔンスーン地ୠदのਞにૢगた生産をষい、人が୫用ਹ用द
きない資౺を୫料にइ、飼料・家畜・堆肥の୭サイॡルを成しながら、農੨地ୠの・発னやがবのバランスの取
れた୫生活にも൴しथきた産दँる؛

ٳ ফदम、農水産分にउける୭ೄ減の取組がਸசしथउॉ、َानॉの୫料シスॸムਅറُがੁऔれたが、
がবのആટफ़ス排出の１٫をಚめるዽ農・畜産दもആટफ़ス排出చ減の取組がめられथいる؛

ٳ ऽた、輸ো飼料にૌ২にൂோした生産シスॸムऊらの却や、発生に地ୠ୷がँる家畜排せつ物の୭シスॸムの適ਫ化
をるਏがँる؛

ٳ 畜産を০とも続に॒दいऎための生産・ৢ・消費の取組をંし、生産者や消費者の理解を੭るਏがँる؛

検討の⫼ᬒ

ㄢ㢟と取組

ٳ 畜産にକする環境負荷
地ૉആ化、水ସළᄯ、பႝ 等

ٳ 高ೡ化等にକした畜産৽のௌ௮力ਂଌ
高ೡ化、ૠெఁপ 等

ٳ ୟো飼料षのૌ度なൂோ
ત、給、ᄚಞ・জンのૌ多、
ਞや਼ੀな人ઠ増ਸによる給ਂ安 等
等

家畜の生産にબる環境負荷軽減等のன開؝１
（家畜改良、飼料ஔଖ、飼養管理、家畜衛生؞ଆႵ）

耕種農家のニーズにあढた良質堆肥の生産や堆肥の広域؝ڮ
ৢ؞ৱ౺循環の拡大

利用及ल飼料のిજな৹達の推進؞国産飼料の生産؝گ
થ機畜産の取組؝ڰ
जの畜産物生産のਢ性にঢ়する取組؝５
消費者の理解醸成؞生産者の努力؝ڲ

ਢ的な畜産物生産をढていऎたीのୖ ୖ解ৠに向けた取組

ानॉの୫料システムਅറ
ع農水産業の生産力向上とਢ性のয়をॖঀঋーシঙথで実ਠ؞୫料ع

ٴ ����ফऽदに新的な技術؞生産৬௺をದઃ開発
ٴ ����ফऽदに新な技術・生産৬௺の開発を౷ऽइ、০、
َੁু法のॢজーン化ُを推進し、जのভ実ಎを実ਠ
【畜産分の৬取組（）】
・ 耐ဂ性・耐ဒ性の高い飼料作物品種の開発
・ฟのげढश等ਟのആટफ़スを೪する飼料の開発 等

（ਤ3）࣋ଓతͳச࢈ੜ࢈のࡏΓํݕ౼ձʹ͍ͭͯ

（ਤ̐）࣋ଓతͳச࢈ੜ࢈のࡏΓํݕ౼ձのதؒͱΓ·ͱΊ

ÿ
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りํݕ౼ձにおいて、ٞし、தؒとりまと

Ίとしてཧしました。ͦの༰について

հします（ਤ3ɾ̐）。

ɽ̍Θ͕ࠃͷச࢈ੜ࢈ͷݱঢ়

　農ྛਫ産লでは、ࠃ֎のݎௐな畜産ध

要にԠ͑、ͦ の生産ɾڅڙの֦大をਤるたΊ、

ʮ૯߹的な511関࿈ࡦ大綱（令和̎年12

月8日վగ）ʯʮ農業生産基൫ڧԽϓϩά

ϥϜ（令和ݩ年12月ࡦ定）ʯ、ʮཙ農ٴび肉用

牛生産のۙԽをਤるたΊの基本ํ（令和

̎年3月ࡦ定）ʯなͲに基づき、畜産振興の

たΊの֤ൠの取りΈをਪਐしていると͜Ζ

です。

条݅のࠃफ़で平野෦͕গないٸখɾڱ　

Լ、ਫ田でのҴ࡞をओମとした農業͕営まれ

てきたΘ͕ࠃにおいて、畜産の振興をਤる上

では、ΞδΞϞϯεʔϯ域のީؾに適した

Ո畜վ良、ࣂྉ࡞の種վ良ͦのྗを

ྉ生産ٕࣂཆཧٕज़ࣂさͤるたΊのشൃ

ज़のվળ͕ඞ要で͋るなͲ、畜産ओ要で͋

るԤถとは生産を取りרく͕ڥҟなります。

　また、ۙ年のީؾมಈによるӨڹ͋り、

ຖ年のよ͏に大規なࣗવൃ͕ࡂ生した

り、ྸߴԽおよび規֦大のਐలにい、ޙ

ԽするなͲの՝ࡏݦෆ࿑ಇྗෆ͕ऀܧ

に໘しています。

　Ұํ、ੈքਓ૿͕ޱՃするதでਓؒ׆ಈに

よるٿγεςϜのӨڹをධ価するํ法の

Ұつとしてٿのݶք（ϓϥωλϦʔɾό

ϯμϦʔ）の͕͋ڀݚります。͜のڀݚでは

̕つのڥ要ૉの͏ͪ、生ଟ༷ੑ、ૉɾ

Ϧϯについてはෆ確࣮ੑを͑てߴϦεΫの

ྖ域に͋るとੳされ、ٿの生໋ҡ࣋γε

ςϜはଘଓのة機にṫしている͜と͕ࢦఠさ

れています。͜れらを౿ま͑てࠃ࿈૯ձで࠾

されたʮ࣋ଓՄな։ൃのたΊの2030Ξ

δΣϯμʯのதでʮ࣋ଓՄな։ൃ標

（4%(T）ʯとして、17のΰʔϧと169のλʔήο

τ͕ઃ定されました。

　ಛに、2019年のΘ͕ࠃશମのԹࣨޮՌΨ

εの૯ഉ出ྔ12ԯ1200ສ̓（$0̎算）の

͏ͪ、農ྛਫ産野͕Ίるׂ߹は3.9ˋ

となͬています。͜の͏ͪ、農ྛਫ産野の

༁では、೩ྉ೩ম༝དྷのೋࢎԽૉ͕

33ˋ（日本શମにΊるׂ߹は1.3ˋ）、Ҵ

、༝དྷのϝλϯ͕25ˋ（同͡く1.0ˋ）࡞

Ո畜のফԽൃ߬（す͏ಈの͛ͬ）

༝དྷのϝλϯ͕16ˋ（同͡く0.6ˋ）、Ո

畜ഉͤつ༝དྷのϝλϯҰࢎԽೋૉ͕

13ˋ（同͡く0.5ˋ）で͋り、農の

༝དྷのҰࢎԽೋૉ͕12ˋ（同͡く

0.5ˋ）となͬています。畜産野༝དྷのԹ

ࣨޮՌΨεのഉ出ྔ͕農ྛਫ産野にΊる

ׂ߹は3ׂ、日本શମのഉ出ྔにΊるׂ

߹は、１ˋఔとなͬています。

　ཙ農ɾ畜産はਓ͕৯用ར用できないݯࢿを

৯ྉにม͑、ࣂྉ、Ո畜、ଯ肥とい͏॥ܕ

の大きなҙຯでのαΠΫϧを形成し、ൃలし

てきた産業で͋り、৯さ域農業༝དྷ

の産ؚΉະར用ݯࢿの׆用において॥

࣋、の大きなҙຯでのαΠΫϧを形成しܕ

ଓ的な৯ྉγεςϜの構ஙの࣮ݱにݙߩして
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います。

　さらに、ߞ種農業͕ࠔな山ؒɾྫྷפ

、条݅ෆརな域でのར用ྛؒ์

によるར用、ߥഇ農の༗ޮ׆用、؍ܠ

のҡ࣋、畜産のྲྀ௨に͋たͬてՃ͕ඞ要

な͜とから、関࿈産業の野͕く、域の

か؍用につな͕る産業で͋るといͬたޏ

ら、農ଜ域のҡ࣋ɾੑ׆Խにݙߩしてい

ます。ͦして、都߫ۙࢢؚΊた生産ݱは

ঁੑোऀの׆༂ので͋る͜と、ಈ

のࣂཆཧはڙࢠたͪのڭ育のとしてߩ

しており、͜れらの͜とから、ཙ農ɾ畜産ݙ

は域に根͟したΘ͕ࠃにおけるඞਢの産業

で͋ると͑ݴます。

　Ұํで、༌ೖࣂྉにաにґଘしているΘ

ঢ়はάϩʔόϧなૉݱの畜産生産のࠃ͕

॥の؍からͻͣΈになͬており、海֎の

धڅಈに価格͕Өڹをडけるෆ安定さࣗ

ঢ়の生産ํࣜからݱから؍上のڅ

٫し、ࣂྉ生産基൫にཱ٭したࠊのڧい畜

産経営を育成していくඞ要͕͋ります。

֦څڙ産畜産の生産ɾࠃ安定的にޙࠓ　

大をਤるたΊには、ࡍࠃ的なைྲྀ౿ま͑た

தで、畜産野としてٿԹஆԽ対ࡦをは͡

Ίとした࣋ଓ的な৯ྉγεςϜの構ஙにけ

た取りΈを関係ऀにଅすととに、ͦのよ

͏な取りΈをফ費ऀにใൃ৴する͜とに

より、Ҿきଓきࠃ産畜産のࠃध要の૿Ճ

の対Ԡ、༌出֦大Πϯόϯυध要の取

りࠐΈをਤͬていく͜と͕重要です。͜のた

Ίには、生産ݱで׆用できる࣋ଓ的な畜産

生産にࢿするٕज़の։ൃ͕ۃΊて重要です。

　͜͏したഎܠから、࣋ଓ的な畜産生産に

けた֤種՝に対ԠするたΊのઓུとͦれ

に基づく۩ମ的な取りΈをࣔし、࣋ଓ的な

畜産生産のࡏりํとしてとりまとΊました。

ɽ̎جຊతͳํ͑ߟ

（１）՝
ଓ的な畜産生産をਤる上での՝は࣋　

ҎԼのとおりです。

ʓ�　畜産にىҼするڥෛ （̔ٿԹஆԽ、

ਫ࣭Ԛ、ѱष）

ʓ�　畜産経営の࿑ಇྗෆ（ྸߴԽ、規

֦大）

ʓ�　༌ೖࣂྉのґଘ（価格มಈ、धڅม

ಈ、ީؾมಈੈք的なਓ૿ޱՃによる

（ෆ安、ૉɾϦϯのաଟڅڙ

ʓ　生産ݱのྗɾফ費ऀのཧղ

（２）�՝ղܾʹ͚ͨઓུͱ۩ମతͳऔΓ
Έ

　͜れらの՝をղܾし、࣋ଓ的な畜産

生産にけた取りΈを関係ऀにଅしてい

くたΊには、՝に対するղܾのํੑ、

すなΘͪઓུとͦれに基づく۩ମ的な取り

Έをࣔし、՝のղܾにけ生産ݱの

知ݟ経ݧを生かしつつ、ͦのීٴɾ定ண

をਐΊていく͜と͕重要です。

　՝ղܾのたΊのઓུは、ҎԼになりま

す。

に取りΉݮෛՙܰڥ　˓

ʓ　Ո畜Ӵ生ɾӸのపఈに取りΉ

1÷
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ʓ�　Ո畜のࣂཆཧのলྗԽɾਫ਼ີԽに

取りΉ

ʓ�　ࣗࣂڅྉ生産ߞ種農Ոとの࿈ܞによ

るݯࢿ॥に取りΉ

ʓ�　ࣂྉࣗڅの上により༌ೖࣂྉにґ

ଘした構からのసに取りΉ

ʓ�　生産ݱのྗফ費ऀのཧղৢ成に

取りΉ

ɽ̏ઓུʹͮ͘ج۩ମతͳऔΓΈ

　தؒ取りまとΊでは、ઓུに基づく۩ମ的

な取りΈとして、６項にけてݱঢ়の取

りΈとޙࠓ行͏き取りΈをࣔしていま

す（ਤ5）。

（１）�Ոசのੜʹ࢈Δڥෛՙܰݮのల
։

　ᶃ　家畜վྑ
　　ア　現ঢ়のऔりΈ

　令和̎年3月に新たなՈ畜վ良૿৩

標およびܲのՈ畜վ良૿৩標をࡦ

定し、֤畜種における10年ޙのՈ畜վ

良に関する基本ํを定Ί、͜れに基

づくվ良͕ਪਐされています。

　　イ　ޙࠓ行うきऔりΈ
˓　生産ஈ֊

　Ո畜վ良૿৩標に͛ܝられたൻ

ೕྔ૿ମੑの畜産の生産のޮ

Խにつな͕る形࣭のվ良をਐΊる͜

１．家畜の生産に係る環境負荷軽減等の展開
（１）家畜改良

【生産】家畜改良増殖目標に掲げた飼料利用性の向上等に向け
て効率的な家畜改良を引き続き推進

【研究】高い耐病性を有する家畜への改良

（２）飼料給与
【生産】家畜の特性に留意しながら脂肪酸カルシウムやアミノ

酸バランス飼料等の温室効果ガス削減飼料の利用推進
【研究】新たな温室効果ガス削減飼料の探索

（３）飼養管理
【生産】���機器や放牧（耕作放棄地含む）の更なる普及
【研究】��による事故率の低減等の高度な飼養管理技術の開発

（４）家畜衛生・防疫
【生産】埋却地の確保等、更なる飼養衛生管理基準の遵守徹底
【研究】疾病の早期発見に資する新たな診断法等の開発

【生産】水分調整等の適切な実施、耕種農家のニーズを踏まえた高
品質堆肥の生産、ペレット化等の更なる推進、堆肥の輸出
の検討

【研究】���等を活用した家畜排せつ物処理の省力化、牛糞堆肥の
ペレット化技術の開発や堆肥の広域循環システムの構築

２．耕種農家のニーズにあった良質堆肥の生産や堆肥の広域流通・
資源循環の拡大

３．国産飼料の生産・利用及び飼料の適切な調達の推進

【生産】水田の汎用化の推進による飼料作物等生産の加速化、子実
用とうもろこし等の国産濃厚飼料生産の拡大

【研究】耐暑性、耐湿性等に優れた品種開発等、低コスト化や多収
性向上に向けた子実用とうもろこしの品種開発、耐久性に
優れた生分解性サイレージラップフィルムの開発

４．有機畜産の取組

【生産】有機農畜産物や消費者理解醸成のための取組の推進
【研究】有機飼料生産に適した飼料作物の品種、栽培方法の開発

５．その他畜産物生産の持続性に関する取組

【生産】農場�����、薬剤耐性対策、労働安全・人権の尊重、アニ
マルウェルフェアに配慮した飼養管理の普及、畜産���認
証等の更なる推進

【研究】抗菌剤に頼らない畜産生産技術の推進、アニマルウェル
フェアに配慮した飼育管理技術の開発

６．生産者の努力・消費者の理解醸成

生産者の努力：���ｓの達成に向け、１から５に掲げた取組を実
践するとともに、取組の見える化を推進

消費者の理解醸成：畜産業の意義や環境負荷軽減の取組は生産性
にも配慮しながら徐々に進むものであること、
コスト増の取組は価格にも反映されることに
ついての理解醸成

戦略に基づく今後行うべき主な具体的取組

持続的な畜産物生産の在り方検討会の中間とりまとめ

（ਤ5）ઓུʹͮ͘ج۩ମతͳऔΓΈ
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と͕、݁Ռとして畜産の単Ґ生産ྔ

当たりのڥෛՙܰݮにࢿする͜と

について、生産ऀのཧղをಘるとと

に、関࿈σʔλを׆用する͜とでՈ

畜վ良関係ऀと࿈ܞしな͕らޮ的

にՈ畜վ良をਪਐします。

　ಛにΘ͕ݻࠃ༗のҨݯࢿで͋る和

牛においては、Ҩ的ଟ༷ੑを確อし

つつ、ۙ交係の上ঢ੍にけた取

りΈ知的ࡒ産としての価値のอޢ

の取りΈをਪਐします。

֊ஈڀݚ　˓

　生産ޮにӨڹのない形で、ࣂྉڅ

༩ɾࣂཆཧഉͤつॲཧに͏ϝ

λϯഉ出ྔをݮできるٕज़の։ൃ

ຫੑ࣬ප対ࡦとしてのߴいපੑ

を༗するՈ畜のվ良をਪਐします。

　ᶄ　飼料給༩
　　ア　現ঢ়のऔりΈ

　畜産野からഉ出されるԹࣨޮՌΨ

εとして、牛のফԽൃ߬༝དྷのϝ

λϯ͕͋͛られ、ͦのഉ出ݮにࢿす

るࢷࢎカϧγϜのڅ༩についてί

ετΞοϓ牛のཆ要ྔٻ、畜産

のӨڹにྀしな͕ら、ͦのීٴ

に取りΜでいます。

　また、Ո畜ഉͤつ༝དྷのҰࢎԽೋ

ૉについては、平成10年からΞϛϊ

څྉのಲのࣂόϥϯεをௐしたࢎ

༩ࢪ࣮͕ݧࢼされる、ಲのഉͤつ

からのҰࢎԽೋૉϦϯのഉ出を

͑る取りΈ͕行Θれています。

イ　ޙࠓ行うきऔりΈ
˓　生産ஈ֊

　Ո畜のಛੑにཹҙした牛のࢷࢎカ

ϧγϜಲのΞϛϊࢎόϥϯεࣂྉ

なͲԹࣨޮՌΨεࣂݮྉのར用ਪਐ

࠷ࣂྉڅ༩ޮ͕ߴまるよ͏な牛

の肥育ؒظの適ਖ਼Խ。

֊ஈڀݚ　˓

　牛のফԽൃ߬༝དྷのϝλϯݮ

のたΊ、新たな࣭の୳ࡧͦのޮՌ

のূݕ、Ξϛϊࢎόϥϯεվળࣂྉの

牛とܲの適用ٕज़の։ൃに取り

Μでいく͜と͕ඞ要です。

ᶅ　飼ཆཧ
ア　現ঢ়のऔりΈ
　Ո畜のࣂཆཧٕज़のߴҐ平準Խ

লྗԽをਤるたΊ、Ωϟτϧεςʔ

γϣϯの֎෦ࢧԉ৫の׆用ࡡೕ

ϩϘοτṯࢹஔのলྗԽɾ

生産ੑ上につな͕るࣂཆཧٕज़の

ಋೖをਐΊています。

　์については、पลॅຽのཧղৢ

成、์経ݧ牛の確อ、์ٕज़のಋ

ೖ生産ੑのߴいのసをਐ

Ίており、ຽؒにおいて์に係る

ೝূ੍として、์畜産基準ೝূ੍

͕ઃけられています。
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イ　ޙࠓ行うきऔりΈ
ʓ　生産ஈ֊

ɾ�　*$5を׆用した機ثಋೖप年

غ์࡞ߞの׆用をؚΊた์の

Ұのਪਐ

ɾ�　牛の生産関࿈ใをҰݩ的にू

するશࠃσʔλϕʔε（畜産Ϋϥ

υ）のॆ࣮ɾڧԽとϏοάσʔλに

基づくߴɾ૯߹的な畜産経営のվ

ળにけたΞυόΠεγεςϜの構

ஙɾීٴ

֊ஈڀݚ　˓

ɾ�　"*によるނࣄのݮ、࣬ප予

ଌ、ൟ৩ཧのߴԽのよりߴ

なࣂཆཧٕज़の։ൃ

ɾ�　牛の第Ұңのڥの੍ٕޚज़の

։ൃ

ɾ�　*$5による์ཧγεςϜ

によるলྗ的な์のٕज़։ൃ

に取りΜでいく͜と͕ඞ要です。

　また、͜れらの࣮ݱのたΊには、畜

産農Ո͕ଟい農ଜ域におけるใΠ

ϯϑϥのॆ࣮、農業用機ց༌ૹ機

ցのిԽɾਫૉԽのීٴにけたॆి

Πϯϑϥのઃඋのඋඞ要です。

ᶆ　家畜衛生・Ӹ
ア　現ঢ়のऔりΈ
　Ո畜のછੑ࣬පのൃ生予および

まΜԆࢭのたΊに重要となる生産ݱ

におけるࣂཆӴ生ཧ基準の९कప

ఈにけた取りΈをਪਐしています。

　さらに、ਓをհしたΞϑϦカಲ

のછੑ࣬පのΘ͕ࠃの৵ೖを

ࢭするたΊ、ೖऀࠃの࣭ɾࠪݕ、

でのࡍの୳知業、ਫݘӸ୳知ݕ

Ӹાஔのపఈをਤͬています。

イ　ޙࠓのऔりΈ
˓　生産ஈ֊

ɾ�　都道府県のࣂཆӴ生ཧࢦಋܭ

ըに基づくܭը的なࢦಋによるࣂཆ

Ӵ生ཧ基準の९कపఈ

ɾ�　࣬පൃ生࣌におけるかなӸ

ાஔのたΊの都道府県におけるӸ

ମ੍のඋおよび農におけるຒ٫

の確࣮な確อ

ɾ�　種畜のҨݯࢿのอଘɾϦεΫ

ࢄ

֊ஈڀݚ　˓

ɾ�　࣬පのૣݟൃظにࢿする新たな

அ法の։ൃ

ɾ�　ଟ機でলྗܕのֵ新的ϫΫνϯ

の։ൃ

に取りΜで行く͜と͕ඞ要です。

号では、ઓུに基づく۩ମ的な取りΈ࣍　

の̎つの項Ҏ߱について、հさͤてい

たͩきます。

（චऀɿྛਫ࢈লசہ࢈૯՝ɹ՝ิࠤɹ
দҪɹ༟༎）
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わが国の畜産物は、畜産経営における生産性
の向上、省力化、低コスト化の実現により安定
供給を図ってきました。それを可能にしたのは、
生産者とともに発展し技術革新してきた畜産施
設・ 機械です。
本書は中央畜産会の賛助会員である施設・機
械部会の会員並びに畜産施設 ・ 機械メーカー
からの協力を得て畜産経営を支える81 社の施
設 ・ 機械 ・ 器具 ・ 資材等を収録し、用途別に
収録したものです。
経営形態、目的、地域環境を踏まえた畜産施
設 ・機械の導入を行う上で、大いに参考となる
一冊です。

【主な内容】
第１章　飼料用施設・機械
第２章　牛用施設・機械・器具
第３章　豚用施設・機械・器具
第４章　家きん用施設・機械・器具
第５章　畜産環境・衛生対策用施設・機械・

器具
第６章　 畜舎・資材・ICT関連・その他
第７章　掲載会社一覧

お問い合わせ・お申込みは下記まで
公益社団法人中央畜産会　経営支援部（情報）

〒101-0021　東京都千代田区外神田 2-16-2　第 2 ディアイシービル 9 階
TEL：03-6206-0846　FAX：03-5289-0890　Email：book@jlia.jp

中央畜産会施設・機械部会 企画・監修
　2021
畜産施設機械ガイドブック

 中央畜産会からのお知らせ

◎ 畜産 ICT 事業対象機械には★（オレンジ色）
のマークを付けています。
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１．肉用牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）〔令和3年5月分〕

　（独）農畜産業振興機構は、令和3年5月に販売された交付対象牛に適用する畜産経営の安定

に関する法律（昭和36年法律第183号）第3条第１項に規定する交付金について、肉用牛肥育経

営安定交付金交付要綱（平成30年12月26日付け30農畜機第5251号）第４の６の（5）のオの規定

および同（5）のカの規定により準用する同（１）から（４）までの規定に基づき標準的販売価

格および標準的生産費ならびに交付金単価を表１および表２のとおり公表しました。
　また、当該交付対象牛に係る交付金の交付については、概算払いを行います。標準的生産費お

よび交付金単価の確定値については、令和3年8月上旬に公表する予定です。

各種交付金単価の公表について

か農 ら ら畜 の せ産 興 お業 機 知振 構

算出の区域 肉用牛１頭当たりの
標準的販売価格

肉用牛１頭当たりの
標準的生産費

肉用牛１頭当たりの
交付金単価（概算払）※1

北海道 1,193,772円 1,218,299円 18,074.3円

青森県 1,206,072円 1,208,324円 　　 　―

岩手県
（日本短角種を除く。） 1,206,072円 1,201,765円 　　 　―

岩手県
（日本短角種） 751,750円 711,879円 　　 　―

宮城県 1,206,072円 1,222,392円 10,688.0円

秋田県 1,206,072円 1,206,640円 　　 　―

山形県 1,206,072円 1,175,311円 　　 　―

福島県 1,206,072円 1,221,237円 9,648.5円

茨城県 1,219,835円 1,224,599円 287.6円

栃木県 1,219,835円 1,225,284円 904.1円

群馬県 1,219,835円 1,223,024円 　　 　―

埼玉県 1,219,835円 1,226,087円 1,626.8円

千葉県 1,219,835円 1,208,922円 　　 　―

東京都 1,219,835円 1,218,462円 　　 　―

神奈川県 1,219,835円 1,230,601円 5,689.4円

山梨県 1,219,835円 1,206,436円 　　 　―

（表１）肉専用種の交付金単価（概算払）

算出の区域 肉用牛１頭当たりの
標準的販売価格

肉用牛１頭当たりの
標準的生産費

肉用牛１頭当たりの
交付金単価（概算払）※1

長野県 1,219,835円 1,218,022円 　　 　―

静岡県 1,219,835円 1,215,334円 　　 　―

新潟県 1,206,927円 1,191,649円 　　 　―

富山県 1,206,927円 1,211,389円 15.8円

石川県 1,206,927円 1,212,272円 810.5円

福井県 1,206,927円 1,214,618円 2,921.9円

岐阜県 1,224,298円 1,236,055円 6,581.3円

愛知県 1,224,298円 1,215,430円 　　 　―

三重県 1,224,298円 1,208,235円 　　 　―

滋賀県 1,284,031円 1,236,691円 　　 　―

京都府 1,284,031円 1,228,979円 　　 　―

大阪府 1,284,031円 1,194,813円 　　 　―

兵庫県 1,284,031円 1,312,179円 21,333.2円

奈良県 1,284,031円 1,189,424円

和歌山県 1,284,031円 1,180,415円 　　 　―

鳥取県 1,196,421円 1,210,391円 8,573.0円

島根県 1,196,421円 1,205,054円 3,769.7円

岡山県 1,196,421円 1,158,389円 　　 　―

（つづく）
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（表２）交ࡶ種ɾೕ用種の交付金単価（概算払）
肉用牛１頭当たりの標準的販売価格 肉用牛１頭当たりの標準的生産費 肉用牛１頭当たりの交付金単価（概算払）※1

交ࡶ種 792,034円 767,591円 Ȃ

ೕ用種 449,161円 477,406円 21,420.5円

※１�　肉用牛１頭当たりの交付金単価（概算払）は、肉用牛１頭当たりの標準的生産費と肉用牛１頭当たりの標準的販売価格と
のֹࠩに 100 の 90 を͡たֹから 4000 円を߇除したֹです。

※̎�　※̎を付した߳川県については、都道府県標準販売価格͕、શࠃҰ円を区域として算出した標準的販売価格に、都道府県
標準販売価格の標準ภࠩの̎ഒのֹをՃ͑たֹを上ճͬたたΊ、単独で標準的販売価格の算定を行ͬています。

１）�　令和̎年４月日から令和3年5月日までにෛ୲金のೲ付ݶظをܴ͑るొ肉用牛の͏ͪ、ෛ୲金のೲ付ݶظを༛予
したొ肉用牛について、交付金の交付͕͋る߹は、ࠃ費のΈ（４の3૬当ֹ）のࢧ払いとなります。

̎）�　令和̎年3月日までにෛ୲金のೲ付ݶظをܴ͑るొ肉用牛の͏ͪ、令和3年5月日までにੵཱ金͕ෆしたҎԼ
の都道府県において、令和3年４月Ҏ߱に販売されたొ肉用牛について、交付金の交付͕͋る߹は、ࠃ費のΈ（４
の3૬当ֹ）のࢧ払いとなります。

（肉ઐ用種）
北海道、青森県、岩手県（日本短角種を除く。）、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千
葉県、東京都、神奈川県、山梨県、静岡県、新潟県、石川県、福井県、愛知県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、
奈良県、和歌山県、島根県、岡山県、島県、山ޱ県、ಙ島県、߳川県、愛ඤ県、福岡県、ࠤ賀県、長࡚県、۽本県、大県、
宮࡚県、ࣛࣇ島県、ԭೄ県

（交ࡶ種）
　　東京都、京都府

（つづき）

算出の区域 肉用牛１頭当たりの
標準的販売価格

肉用牛１頭当たりの
標準的生産費

肉用牛１頭当たりの
交付金単価（概算払）※1

島県 1,196,421円 1,181,087円 　　 　―

山ޱ県 1,196,421円 1,189,269円 　　 　―

ಙ島県 1,218,144円 1,197,389円 　　 　―

߳川県　※2 1,347,512円 1,198,416円 　　 　―

愛ඤ県 1,218,144円 1,140,560円 　　 　―

知県ߴ 1,218,144円 1,150,245円 　　 　―

福岡県 1,237,108円 1,205,493円 　　 　―

算出の区域 肉用牛１頭当たりの
標準的販売価格

肉用牛１頭当たりの
標準的生産費

肉用牛１頭当たりの
交付金単価（概算払）※1

賀県ࠤ 1,237,108円 1,197,900円 　　 　―

長࡚県 1,237,108円 1,199,416円 　　 　―

本県۽ 1,237,108円 1,208,616円 　　 　―

大県 1,237,108円 1,197,651円 　　 　―

宮࡚県 1,237,108円 1,222,770円 　　 　―

島県ࣇࣛ 1,237,108円 1,217,121円 　　 　―

ԭೄ県 1,205,967円 1,157,916円 　　 　―

（表3）肉ಲ経営安定交付金単価ʹ͍ͭͯ
算出ؒظ 令和3年４月から6月まで

肉ಲ１頭当たりのࠐݟΈの標準的販売価格 37,152円ʗ頭（ᶃ）

肉ಲ１頭当たりのࠐݟΈの標準的生産費 35,119円ʗ頭（ᶄ）

肉ಲ１頭当たりのࠐݟΈの交付金単価（ߟࢀ） ʕ　（ᶃʼᶄのたΊ概算払なし）

　（独）農畜産業振興機構は、令和3年４月から６月までの算出ظ （ؒ令和3年第１࢛ظ）
における、畜産経営の安定に関する法律（昭和36年法律第183号）第3条第１項に規定する交付
金については、肉ಲ経営安定交付金交付要綱第４の5の（5）の規定により算出したࠐݟΈの標
準的販売価格および同規定により算出したࠐݟΈの標準的生産費͕ͦれͧれԼهのとおりとな
り、લऀ͕ऀޙを上ճͬた͜とから、概算払は͋りまͤΜ。
　なお、ࠓճの算出ؒظにおける確定値については、8月上旬に公表する予定です。

２．肉ಲ経営安定交付金（ಲマルキン）〔令和3年ୈ１࢛ظ〕
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